
（様式１） 

令和５年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

040 
提案機関名 一般社団法人神奈川県園芸協会 

要望問題名 鉢物、苗物の新規品目の開発 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

 鉢物、苗物類は本県花き生産の中心であり、特に苗もの類は全国有数の産地である。パンジー・ビオラ等主

要品目の生産は今後も継続していくが、他産地と差別化を図るために新規品目の開発は必須である。 

オキザリス、ザルジアンスギアはそれぞれ一定の生産、流通があり園芸ファンの多くに知られた品目である

が、一部の種の原種そのままでの利用が多く、同属他種の利用は少ないが花色等現に新規性の高いものが多い

と思われる。流通が無く、栽培特性も不明な点が多いため、未利用原種の収集及び特性調査を要望する。 

また、ホンコンドウダンツツジ、スターフラワーは花木苗としての利用が見られるが鉢物苗としても有望と

考えられる。鉢物、苗物としての栽培特性が不明であり、木本性植物の取り扱いには不慣れであるため、これ

らの特性調査及び鉢物、苗物としての栽培技術の検討を要望する。 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 神奈川県農業技術センター 担当部所 生産技術部 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  

対応の内容等 

他産地と差別化を図るための新規品目の開発は重要なことと認識していますが、オキザリス、ザルジアンス

ギア、ホンコンドウダンツツジ、スターフラワーは当所で遺伝資源を所有していません。新規品目開発のため

の未利用原種の収集と特性調査、鉢物・苗物化は目的達成に多大な労力と年月がかかるため、実施不可としま

す。 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


